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はじめに 

 ここでは，『環境と公害』誌の９ポイント原稿の

書式設定を説明します．この文章は，実際の書式

にあわせて作成しています．Ａ４用紙で余白は上

40 mm，下 42 mm，左右 30 mmとります． 

１．字数とフォント 

 (1) １ページの字数 

 １行は２２字で，４１行で１段分，１ページに

２段入ります．最初のページには，論文タイトル

や執筆者名のため，９行分のスペースを空けます． 

 (2) フォント 

 和文フォントは明朝体（MS Windowsであれば

MS 明朝）を，欧文フォントはセンチュリーオー

ルドを指定します．本文の文字サイズは９ポイン

トです． 

２．節の見出し 

 節の見出しは上下に 0.5 行分ずつの改行を入れ

ます．MSワードの設定では，「書式」メニューか

ら「段落」を選び，「間隔」の設定で段落の前と後

にそれぞれ 0.5 行ずつの間隔を設定します．同時

に，「インデント」の設定についても，「左のイン

デント幅」と「右のインデント幅」を１文字に，

「最初の行」の「字下げ」を１文字に設定します．

これにより，節の見出しが１行より長くなった場

合にも対応ができます． 

 小見出しの順番は，１，２のあと，(1)，(2)，①，

②の順で，最後が・（中黒）となります．書式の設

定は，(1)，(2)以降は「間隔」の設定は行わず，「イ

ンデント」のみ，節見出しと同様に設定します． 

３．節のタイトルが長い場合の折り返し方は

こうなります 

(1) 第１項のタイトル――サブタイトル 

 ① 小項目１ 

 節の見出し，小見出しの関係は上記の通りです． 

４．図と表 

 (1) 図表のサイズ 

 図表は，本文の１段の幅に収まる（実寸 71 mm

以内）か（図 1 参照），それより大きく２段分の

幅が必要（最大で実寸 149 mm 以内）か（表 1参

照），の２種類に区別します．高さは幅に応じて適

宜調整してください． 

 (2) フォント 

 フォントの種類は本文と同様ですが，サイズは

原則として 7ポイント，行間 4ポイント（＝改行

幅 11ポイント）を指定します． 
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表 1 ２段抜きの図表の例 
 

 産業計 建設 化学 窯・土 輸送機 非鉄 食品 鉄鋼 ゴム 電気機 プラ 一般機 紙パ その他

3,337 896 702 326 226 166 159 143 123 111 84 42 34 161

(-4,460) (-2,748) (-743) (-500) (-30) (29) (8) (-286) (-3) (26) (-117) (-67) (15) (-77)

35,726 10,912 3,764 1,293 3,286 3,442 2,959 365 255 1,969 259 355 1,086 1,151
産廃計 

(-1,147) (-1,779) (-701) (-2,531) (1,452) (965) (1,575) (-394) (-13) (1,154) (-192) (-433) (-354) (-906)

1,258 323 598 59 24 110 10 0 13 17 4 23 23 21

(-2,032) (-1,034) (-606) (-352) (-7) (23) (-11) (0) (-10) (-2) (-2) (8) (7) (-15)

10,207 1,099 1,940 350 437 3,300 109 0 37 1,132 25 38 110 160

無機 

汚泥 

(-1,730) (-1,646) (72) (-2,617) (106) (1,000) (-45) (0) (-77) (792) (-5) (-79) (68) (-273)

310 36 15 7 24 25 13 1 67 22 67 2 3 28

(-331) (-142) (-40) (-13) (-8) (11) (5) (-5) (4) (-12) (-90) (-10) (3) (-23)

934 129 117 15 76 32 30 3 121 80 174 10 11 135
廃プラ 

(-222) (-72) (-129) (-5) (14) (12) (18) (-9) (30) (30) (-147) (-21) (6) (66)

出所：『環境と公害』33巻 4号の山下・除本論文 

 

 (3) 色 

 本誌はカラー印刷はできませんので，図表も白

黒印刷で明瞭に読み取れるように色指定をしてく

ださい．例えば，グレースケールで，白，25%灰

色，50%灰色，75%灰色，黒の 5段階など． 

 (3) 元データ 

 図表の元になるデータは，MS エクセルのよう

な表計算ソフトに入力して投稿の際に添付してく

ださい． 

 (4) キャプション 

 表のキャプションは表の上部に，図のキャプシ

ョンは図の下部に，それぞれセンタリングして入

れてください．フォントの種類・サイズとも図表

と同様ですが，太字に指定してください．図と表

それぞれに通し番号を付けてください． 

 (5) 配置 

 図表は，本文中の適切な場所に挿入した状態で

提出してください．通常，本文で最初に当該図表

が言及される位置以降で，ページの上部または下

部に接するように挿入します． 

５．注と参考文献 

 (1) 注 

 本文中に1)のように，上付の数字に ) をつけて

明示してください．注の内容は，文末に整列させ

ます．なお，提出原稿にはMSワードなどの注作成

機能は用いないでください． 

 (2) 参考文献2)

 末尾の例の通り，書式を統一してください． 

６．提出データ 

 電子記録媒体はMS-Windowsで読み取り可能な

形式でフォーマットされたフロッピーディスクま

たは CD-R を使用してください．本文は，MS-ワ

ードまたは一太郎にて所定のフォーマットに整形

してください． 
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) 注の書式は，フォントサイズ 8ポイント，行間 4

ポイント（=改行幅 12ポイント）で，「インデント」

で「右のインデント幅」を１文字に，「最初の行」

の「ぶら下げ」を１文字に，それぞれ設定します． 

) 参考文献については，「インデント」の設定は必

要ありません． 
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